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谷
崎
潤

一
郎
の
恩
師

・
稲
葉
清
吉
先
生
に
つ
い
て
の
資
料
紹
介

谷
崎
潤

一
郎
が

「
私
が
多
大
の
感
化
を
受
け
た
本
当
の
師
は
、
生
涯
に
こ
の
人
だ
け
」
亀
雪
後

庵
夜
話
し

と
ま
で
称
え
、
感
謝
し
た
阪
本
小
学
校
時
代

の
恩
師

・
稲
葉
清
吉
先
生
に
つ
い
て

は
、
谷
崎
の
回
想
と
、
石
川
悌
二
氏
の

『近
代
作
家
の
基
礎
的
研
究
』
（明
治
書
院

【ヨ
じ

ぐ

ら
い
し
か
、
こ
れ
ま
で
資
料
が
無
か

っ
た
。

他
に
は
、
谷
崎
よ
り
五
才
年
少
で
、
同
じ
阪
本
小
学
校
を
出
て
官
僚

・
政
治
家
に
な
っ
た
石
渡

荘
太
郎

（
一
八
九

一
～

一
九
五

一
）
の
伝
記

『石
渡
荘
太
郎
』
（伝
記
編
纂
会
編

【獣
う

が
あ

る
が
、
そ
の
内
容
に
は
、
谷
崎
の
回
想
を
裏
付
け
る
以
外
に
、
余
り
新
し
い
情
報
は
無
い
。
簡
単

に
要
約
す
る
と
、
「稲
葉
先
生
は
、
王
陽
明
を
信
奉
し
、
小
学
生
に
分
か
り
や
す
く
教
え
た
。
厳

格
で
、
常
に

「慎
独
」
（こ
の
言
葉
は

『鍵
』
に
出

て
来
る
）
と

い
う
標
語
で
生
徒
を
訓
戒
し

た
。
論
語

・
聖
語
集

・
米
国
の

「近
世
出
世
美
談
」
な
ど
を
教
え
た
。
ま
た
語
学
を
尊
重
し
、
生

徒
に
英
語
を
し
ゃ
べ
ら
せ
た
。
目
黒
に
親
類
が
あ
り
、
そ
こ
を
目
標
に
遠
足
に
出
掛
け
、
帰
り
に

三
田
の
自
宅
に
寄

っ
た
。
文
章
を
好
み
、
自
ら
も
作
り
、
生
徒
に
も
書
か
せ
た
。
遠
足
が
好
き

で
、
し
ば
し
ば
生
徒
を
連
れ
て
、
池
上
本
門
寺
や
羽
田
の
穴
守
な
ど

へ
行

っ
た
。
横
浜
ま
で
片
道

歩
き
、
帰
途
は
品
川
ま
で
汽
車
に
乗
り
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
帰

っ
た
り
も
し
た
。
」
と
い
っ
た
所

で
あ
る
。

今
回
、
明
治
期
の
教
育
雑
誌

「教
育
時
論
」
に
、
稲
葉
先
生
が
投
稿
し
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
事
に
気
付
い
た
の
で
、
以
下
、
雄
松
堂
書
店
に
よ
る
復
刻
版
に
よ

っ
て
、
全
文
を
紹
介
し
て

置
く
。

な
お
、
漢
字
は
新
漢
字
及
び
今
日
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
読
み
や

す
く
す
る
た
め
に
、
段
落
の

一
字
下
げ
や
、　
一
行
空
け
を
、
適
宜
施
し
た
場
合
が
あ
る
。
明
ら
か

な
誤
植
は
正
し
た
。
傍
点
は
原
文
通
り
で
あ
る
。
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①
雑
誌

「教
育
時
論
」
（４
３
１
号
　
明
治
三
十
年
四
月
五
日
発
行
）
の

「教
授
管
理
」
欄
に
掲

載
さ
れ
た

「学
科
教
授
の
方
面
よ
り
教
育
振
興
の
法
を
論
ず
」

●
学
科
教
授

の
方

面

よ
り
教
育
振

興

の
法
を
論
ず

稲
葉
清
吉

教
育
家
の
脳
中
に
二
様
の
主
義
あ
り
。
学
校
内
に
て
学
び
た
る
知
識
を
以
て
、
卒
業
後
広
く
世

事
に
応
用
し
得
る
様
に
教
育
す
る
こ
と
と
、
学
校
内
に
て
学
び
た
る
知
識
を
礎
と
し
て
、
更
に
深

く。
学。
術。
を。
究。
め。
ん。
と。
の
志。
望。
を。
艤
ゎ
し。
む。
る。
様。
―こ。
教。
育。
す。
る
こ
と
と
是
な
り
、　
一
は
静
力。
を
与

へ
、　
一
は
興
味
を
与
ふ
。　
一
は
実
用
的
に
し
て
、　
一
は
進
歩
的
な
り
。
初
等
教
育
に
於
て
は
、
此

両
主
義
を
並
進
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
算
術
作
文
読
書
等
は
、
甲
の
主
義
に
於
て
す
べ

く
、
地
理
歴
史
理
科
等
は
、
乙
の
主
義
に
於
て
す
べ
き
な
り
。
蓋
し
実
用
的
知
識
の
必
要
な
る

は
、
生
徒
は
卒
業
後
は
尚
ほ
学
生
と
し
て
学
問
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
職
業
家
と
し
て
社
会
に
生

活
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
。
又
進
歩
的
思
想
の
必
要
な
る
は
、
国
家
は
進
ま
ざ
る
べ
か

ら
ず
、
而
も
国
運
を
進
ま
し
む
る
こ
と
は
、
非
常
傑
出
な
る
数
人
の
進
歩
的
の
人
物
あ
る
よ
り

も
、
国
民

一
般
進
歩
的
の
思
想
を
有
す
る
こ
と
必
要
な
れ
ば
な
り
。

然
る
に
実
際
を
見
渡
す
に
、
今
日
小
学
教
育
を
終
り
た
る
者
に
し
て
、
学
び
た
る
知
識
を
応
用

し
得
ず
、
且
つ
多
方
の
興
味
は
さ
て
置
き
、　
一
科
に
就
て
の
興
味
を
も
有
す
る
者
甚
だ
少
な
き
が

如
し
。
是
蓋
し
教
師
其
人
を
得
ざ
る
こ
と

一
の
原
因
な
り
と
雖
も
、
又

一
に
は
其
教
授
す
る
所
雑

駁
に
し
て
統

一
な
き
こ
と
と
、　
一
主
義
の
始
終
を
貫
通
す
る
な
き
こ
と
主
た
る
原
因
な
ら
ず
ん
ば

糸田

江



(14)甲南女子大学研究紀要第 46号 文学・文化編 (2010年 3月 )

あ
ら
ず
。

夫
れ
人
の
愛
す
る
所
は
、
其
最
も
善
く
知
れ
る
所
に
あ
り
て
、
如
何
に
愛
す
べ
き
も
の
も
、
之

を
知
る
こ
と
精
し
か
ら
ざ
る
時
は
、
決
し
て
之
を
愛
す
る
に
至
ら
ざ
る
も

の
な
り
。
文
学
を
好

み
、
徳
行
を
好
む
、
皆
其
知
れ
る
所
に
よ
り
て
、
之
を
好
む
に
至
り
た
る
な
り
。
而
し
て
統

一
せ

る
知
識
は
、
其
最
も
児
童
の
心
中
に
入
り
易
き
も
の
な
り
。
即
ち
斯
る
知
識
を
授
か
り
た
る
児
童

は
、
其
知
識
に
興
味
を
有
す
る
と
共
に
、
其
心
中
の
知
識
統

一
し
て
乱
れ
ざ
る
が
故
に
、
又
尊
む

べ
き
品
性
を
具
ふ
る
に
至
る
も
の
な
り
。

修
身
科
　
曽
て
徳
育
を
中
心
と
す
る
の
説
起
り
、
其
皮
相
的
見
解
の
結
果
に
や
、
所
謂
修
身
科
と

云
ふ
も
の
を
以
て
、
諸
学
科
の
首
位
に
置
く
の
風
起
り
た
り
と
雖
も
、
要
す
る
に
此
等
の
説
を
な

せ
し
者
も
、
又
之
に
従
ひ
て
実
際
教
育
に
従
事
せ
し
者
も
、
皆
修
身
科
の
名
に
眩
せ
ら
れ
て
、
其

果
し
て
幾
何
の
利
益
あ
る
も
の
な
る
か
を
調
査
し
た
る
者
少
な
か
り
し
が
如
し
。
夫
れ
孔
門
に
顔

子
を
生
じ
、
慢
富
藤
樹
の
門
に
羅
山
蕃
山
を
出
だ
し
た
る
は
、
其
師
た
る
者

一
主
義
を
以
て
、
訓

導
誘
液
し
た
れ
ば
な
り
。
連
珠
を

一
貫
す
る

一
糸
の
如
く
、　
一
主
義
の
始
終
を
貫
け
る
あ
り
て
こ

そ
、
始
め
て
各
個
の
道
義
の
活
動
を
見
る
な
れ
。
主
義
も
な
く
、
統

一
も
な
く
、
唯
或
時
は
節
倹

を
説
き
、
或
時
は
剛
直
を
教
ふ
と
云
ふ
が
如
き
に
て
は
、
此
等
各
個
の
徳
義
に
就
て
は
、
多
少
明

瞭
な
る
観
念
を
得
る
な
る
べ
し
と
雖
も
、
此
等
の
観
念
は
、
何
れ
も

一
心
上
に
あ
り
て
、
十
分
な

る
勢
力
を
保

つ
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。　
一
心
上
に
あ
り
て
勢
力
を
有
せ
ず
、
如
何
ぞ

一
身
の
行
為

を
指
導
す
る
に
足
ら
ん
や
。
蓋
し
修
身
は
学
科
に
あ
ら
ず
、
修
身
科
は
各
徳
の
知
識
を
授
く
る
に

あ
ら
ず
し
て
、
児
童
の
意
志
を
養
ふ
に
あ
る
な
り
。
意
志
を
養
ふ
に
は
時
機
あ
り
、
学
科
な
ら
ざ

る
も
の
は
常
置
す
べ
き
に
限
ら
ず
、
即
ち
修
身
科
を
し
て
、
道
義
的
品
性
を
養
ふ
の
科
た
ら
し
め

ん
と
す
る
に
は
、
教
育
勅
語
を
片
々
に
教
ふ
る
が
如
き
こ
と
を
止
め
て
、
毎
週
何
時
間
と
限
ら

ず
、
町
に
臨‐
み
．‐て‥‥‐
、
勅‐‥
許
の‥
竺
部
む
鴫
鷹
簡‐‐
易‐‐‐‥
―こ‥‥
簾
詐
し
ヽ
前‥
雀
に
き
楽‥
れ
以‐
ｔ
、
之．
を三
章
く‥―
が

如
き
法
に
由
り
、
敬
虔
以
て
之
を
教
ふ
べ
き
な
り
。
此
の
如
く
せ
ば
、
勅
語
全
部
は

一
徳
と
な
り

て
児
童
の
脳
中
に
印
せ
ら
る
べ
し
。
斯
く
て
種
々
の
方
面
よ
り
勅
語
を
説
く
時
も
、
常
に

一
徳
を

授
く
る
の
意
を
離
れ
ざ
る
時
は
、
此

一
徳
全
身
の
勢
力
と
な
り
、
生
徒
は
不
知
不
識
之
に
支
配
せ

ら
る
ゝ
に
至
る
も
の
な
り
。

歴
史
科
　
自
己
を
以
て
利
害
を
測
る
の
標
準
と
す
る
人
類
固
有
の
私
利
心
を
転
じ
て
、
国
家
を
以

て
万
事
の
尺
度
と
す
る
公
徳
を
養
ひ
、
２

）
偉
人
の
偉
績
に
励
ま
さ
れ
て
、
小
成
に
安
ん
ず
る

小
心
を
棄
て
、
進
ん
で
大
業
を
成
さ
ん
と
の
大
志
を
奮
ひ
起
さ
し
め
、
含
こ

卑
賤
者
能
く
名
を

成
し
、
歎
難
却
て
人
を
玉
に
す
る
の
例
を
示
し
て
、
自
暴
自
棄
の
心
を
抑

へ
、
曾
こ

徳
悪
必
ず

報
あ
り
、
因
果
違
は
ざ
る
の
理
を
示
し
て
、
人
を
し
て
、
安
ん
じ
て
善
を
修
め
し
め
、
（四
）
忠

良
を
愛
し
て
、
奸
邪
を
悪
む
の
念
を
長
じ
、
（五
）
国
体
の
美
を
自
覚
せ
し
め
て
、
国
光
を
発
揚

せ
ん
と
の
志
を
起
さ
し
め
、
（六
）
極
端
な
る
思
想
を
調
和
し
て
、
能
く
中
庸
的
の
人
た
ら
し

め
、
（七
）
殷
璧
明
か
に
後
来
を
謹
ま
し
む

（八
）
る
等
、
善
く
学
ば
ゞ
無
数
の
利
益
を
与
ふ
る

も
の
は
、
実
に
我
国
の
歴
史
科
な
り
。
さ
れ
ど
目
的
の
多
方
な
る
は
、
往
々
雑
駁
に
流
れ
易
き
を

以
て
、
統

一
し
た
る
知
識
を
与
ふ
る
に
は
、
常
に

一
定
の
目
的
に
向
は
じ
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
即

ち
初
歩
に
は
、
古
人
を
知
ら
し
む
る
を
以
て
目
的
と
し
、
是
に
由
り
て
、
生
徒
に
、
我
は
斯
か
る

人
に
な
ら
ん
と
の
念
を
起
さ
し
め
、
次
に
は
国
家
を
知
ら
し
む
る
を
以
て
目
的
と
し
、
以
て
愛
国

の
心
を
起
さ
し
む
べ
き
な
り
。
若
し
交
互
し
て
之
を
教
ふ
る
か
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
是
知
識
の
統

一
を
破
り
、
生
徒
の
心
志
を
錯
乱
す
る
も
の
な
り
。

地
理
科
　
絶
東
の
海
国
な
る
日
本
、
世
界
に
於
け
る
日
本
、
山
水
秀
霊
な
る
日
本
、
物
産
豊
饒
な

る
日
本
等
を
知
ら
し
め
て
、
歴
史
科
と
共
に
己
が
生
国
の
品
位
を
自
覚
せ
し
む
る
は
、
小
学
校
に

於
け
る
地
理
科
の
目
的
な
り
。
実
業
上
の
思
想
、
愛
国
心
等
は
自
ら
之
よ
り
生
ぜ
ん
。
彼
道
別
府

県
別
に
教
ふ
る
が
如
き
は
、
初
等
教
育
に
適
せ
ざ
る
も
の
な
り
。
要
は
唯
日
本
全
国
の
観
念
を
児

童
の
心
中
よ
り
離
れ
じ
め
ざ
る
に
あ
る
の
み
。

理
科
　
要
す
る
に
初
等
教
育
に
於
け
る
理
科
は
、
単
に
宇
宙
の
真
理
を
知
ら
し
む
る
に
止
ま
る
も

の
な
り
。
某
花
は
雌
五
幾
本
、
雄
謹
幾
本
、
某
石
は
何
々
何
面
形
と
教
ふ
る
も
、
是
真
理
て
ふ
目

的
に
達
す
る
方
便
に
し
て
、
其
も
の
自
ら
目
的
た
る
に
あ
ら
ず
。
然
る
に
従
来
の
理
科
教
授
法

は
、
個
々
な
る
万
物
の
智
識
を
与
ふ
る
に
止
ま
り
て
、
曽
て

一
定
の
目
的
に
向
て
進
む
こ
と
を
な

さ
ヾ
り
き
。
是
量
初
学
者
に
適
す
る
も
の
な
ら
ん
や
。
蓋
し
理
科
の
雑
駁
に
流
れ
易
き
は
、
其
材

料
の
多
き
に
過
ぐ
る
を
以
て
な
り
。
さ
れ
ば
之
を
矯
正
し
て
統

一
し
た
る
知
識
を
得
せ
し
め
ん
と

す
る
に
は
、
材
料
を
節
減
し
て
、
単
に

一
目
的
を
診
ふ
て
進
ま
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
先
づ
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生
物
に
関
す
る
真
理
を
教

へ
て
、
万
物
の
生
理
、
生
殖
の
次
第
を
知
ら
し
め
、
次
に
物
理
学
を
授

け
て
、
物。
質。
勢。
か
ぃ
作ｃ
用。
とｃ
卜
減ｃ
のｃ
一
を。
矩
ら。
し。
めｃ
、
次
に
化
学
を
授
け
て
、
物。
質。
ぃ
不。
滅ｃ
、
変。

化
の
理
を
知
ら
し
む
べ
し
。
即
ち
理
科
の
目
的
は
、
根
本
真
理
を
教
ふ
る
に
止
め
、
彼
地
文
天
文

と
、
動
植
鉱
物
の
種
類
に
関
す
る
知
識
と
の
如
き
は
、
之
を
地
理
科
に
於
て
授
く
べ
き
な
り
。
蓋

し
事
実
に
由
て
説
け
る
道
理
は
、
生
徒
の
理
解
し
易
き
所
、
理
科
に
於
て
噴
火
山
温
泉
等
を
題
目

と
す
る
代
り
に
、
浅
間
山
函
根
山
等
を
題
日
と
し
、
水
産
物
養
蚕
業
等
に
連
絡
し
て
、
魚
類
昆
虫

類
等
を
説
明
す
る
時
は
、
生
徒
は
能
く
其
知
識
を
種
々
の
事
項
に
連
絡
せ
し
め
て
、
単
独
に
博
物

科
等
を
記
憶
す
る
よ
り
も
、　
一
層
深
き
興
味
を
生
ず
る
に
至
る
べ
け
れ
ば
な
り
。

読
書
科
　
他。
人。
Ｏ
騨
想。
を。
解。
し。
、
井ｃ
れ
て。
自。
己。
の。
肺
想。
を。
発。
表。
す。
る。
の。
法。
を。
教。
ふ。
る
も
の
は
、
読

書
科
及
び
作
文
科
の
任
な
り
。
読
書
作
文
科
は
、
事
実
上
の
知
識
を
与
ふ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
知

識
を
収
得
し
、
及
び
授
与
す
る
の
法
、
即
ち
方
法
的
知
識
を
授
く
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
従
来
読

書
科
を
以
て
、
諸
学
科
の
知
識
を
包
含
せ
し
む
べ
き
も
の
と
し
、
彼
随
筆
然
た
る
読
本
を
以
て
、

直
に
地
理
理
科
等
の
知
識
を
与

へ
ん
と
し
た
る
は
、
抑
謬
れ
り
と
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
事

実
的
知
識
を
与
ふ
る
も
の
は
統

一
を
主
と
し
、
方
法
的
知
識
を
与
ふ
る
も
の
は
順
序
を
主
と
す
べ

き
は
、
最
見
易
き
所
な
り
。
現
行
の
読
本
果
し
て
統

一
あ
る
か
。
歴
史
談
あ
る
か
と
思

へ
ば
、
理

学
談
あ
り
、
古
人
の
文
あ
る
か
と
思

へ
ば
、
今
人
の
文
あ
り
。
始
よ
り
終
ま
で
息
を
も

つ
か
ず
通

読
す
と
雖
ど
も
、
曽
て
其
中
心
を
見
出
だ
す
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
雑
然
た
る
知
識
の
博
覧
場
、

是
に
由
て
十
分
な
る
知
識
を
把
捉
せ
ん
こ
と
、
甚
だ
覚
束
な
き
こ
と

ゝ
云
ふ
べ
し
。
さ
れ
ば
余

は
、
読
書
科
の
目
的
を
上
の
二
者
に
限
り
、
現
行
の
読
本
を
改
正
し
て
、
文
章
の
長
短
難
易
を
各

級
生
徒
の
作
文
力
に
応
ぜ
し
め
、
即
ち
其
級
の
生
徒
が
作
り
得
る
文
章
と
殆
ど
同
長
な
ら
し
め
、

段。
浄
章。
句。
を。
明。
ゎ
に
し。
ヽ
読、
方、
解、
方、
を、
学、
ぶ、
と、
共、
―こ、
文、
章、
の、
仕、
組、
を、
無
り、
て、
ヽ
自、
己、
の、
訃
想、
を、
発、

表
す
る
の
法
を
覚
ら
し
め
ん
こ
と
を
望
む
者
な
り
。

唱
歌
科
　
臨
時
科
と
す
べ
し
。

以
上
論
じ
た
る
所
を
約
言
せ
ば

一
、
諸
学
科
を
し
て
、
各

一
目
的
の
下
に
統
率
せ
し
む
る
こ
と
。

二
、
統

一
せ
る
知
識
を
与
ふ
る
を
主
と
し
て
、
学
科
を
節
減
す
る
こ
と
と
。

理
科
の

一
部
を
地
理
科
に
附
属
せ
し
む
る
こ
と
。

三
、
修
身
科
及
び
唱
歌
科
を
臨
時
科
と
す
る
こ
と
。

四
、
読
本
を
改
良
す
る
こ
と
。

等
に
し
て
、
其
目
的
は
、
生
徒
の
思
想
を
整
頓
し
、
以
て
大
に
興
味
を
喚
び
起
さ
ん
と
す
る
に
あ

る
な
り
。

抑
教
育
の
国
家
に
益
あ
る
今
更
言
ふ
を
須
ゐ
ず
、
教
育
を
し
て
、
更
に
有
益
な
ら
し
め
ん
と
す

る
は
、
豊
教
育
家
の
責
任
に
あ
ら
ず
や
、
今
や
文
運
隆
盛
し
、
教
育
普
及
し
て
、
人
々
漸
く
完
全

の
教
育
を
希
望
す
る
に
至
り
ぬ
。
泰
東
の
学
者
終
に
模
倣
に
甘
ん
ぜ
ず
、
将
に
泰
西
の
教
育
家
に

抗
し
て
、
東
洋
の
新
教
育
学
を
興
起
せ
し
め
ん
と
す
。
国
家
の
為
、
教
育
を
振
起
す
る
の
策
を
立

つ
る
者
踵
を
接
し
て
起
れ
り
。
教
授
の
方
針
を

一
定
す
る
豊
瞬
刻
も
猶
予
す
べ
き
の
時
な
ら
ん

や
。
珈
か
随
見
を
述
べ
て
、
大
方
の
叱
正
を
仰
ぐ
。

②
雑
誌

「教
育
時
論
」
の

「教
育
論
叢
」
欄
に
、
「教
育
雑
俎
」
貧

）
～
（四
）
と
題
し
て
、
４
６

８
号

（明
治
三
十

一
年
四
月
十
五
日
）
、
４
７
１
号

（明
治
三
十

一
年
五
月
十
五
日
）
、
４
７
２
号

（明
治
三
十

一
年
五
月
二
十
五
日
）
、
４
７
８
号

（明
治
三
十

一
年
七
月
二
十
五
日
）
と
、
四
回
に

分
け
て
分
載
さ
れ
た
も
の
。

分
載
第

一
回
の
冒
頭
に
、
《
是
過
日
府
下
日
本
橋
区
坂
本
小
学
校
に
開
き
た
る
職
員
会
の
議
事

中
、
教
育
上
参
考
と
な
る
べ
き
か
と
思
ふ
個
条
に
つ
き
、
其
大
意
を
録
し
た
る
も
の
な
り
。
》
と

あ
る
事
で
、
筆
者

・
稲
葉
清
吉
が
、
当
時
、
谷
崎
を
担
任
し
て
い
た
稲
葉
先
生
そ
の
人
で
あ
る
事

が
確
認
で
き
る
。

内
容
か
ら
見
て
、
（甲
）
（乙
）
…
…
と
あ
る
発
言
の
内
の
最
後
の
も
の
が
、
稲
葉
清
吉
自
身
の

考
え
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
事
は
、
修
身
科
試
験
に
つ
い
て
、
「教
育
雑
俎
」
含
し

で
稲
葉
清
吉

本
人
の
私
見
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
事
と
、
「教
育
雑
俎
」
（
こ

の

「第

一
修
身
科
試
験
採
点
法

に
就
て
」
の

（乙
）
の
意
見
と
が

一
致
す
る
事
か
ら
、
推
定
で
き
る
。
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育
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熱 の す 等 る き き 行 る 得

｀ ｀
か 的 体 徳 知

誠 直
｀

空 が は 者 ふ 時 る 孝 貝ヽ日ヽ く 学 育 育 育

だ 替 脅 詮 智 ボ ほ 彊
抵

は と｀ち 行` 科 学 学 学
う

｀
は 孝ヽ へヽ は 科 科 科

)生 かヽとヽよ  
｀
 三 三 三｀

徒 ゝヽ はヽと か 三 ! 三
夢 が  り かヽ 教ヽ  く 三 三 三
詐 教

｀ ゝ へヽ 読 体 修 読
+自雨 忠ヽり てヽ め 操 身 書
二 の とヽ  `  `  `  `  ` ｀

卜 教 は 忠ヽ )ヽ巳 か 習 音 作
rへ かヽと 童ヽ く 字 楽 文｀

た ゝヽ は のヽ 計   ` ｀

日 る り かヽ 徳ヽ へ 図  算
丁 が  ｀ ゝ 性ヽ よ 画  術
二 如 故ヽりヽを と     ｀

こ く に  ヽ ｀
 i函 教    地

|⌒ 汝 故ヽ 養ヽ へ    理
生 成 之ヽに すヽ て     ｀

1 は を 汝ヽ  ヽ  ` ｀    歴
ハ 其 身ヽは 小ヽ 児ヽ     史

上 に 之ヽ 学ヽ 童ヽ    ｀

新

｀
公 ざ が 口 操 ヾ ゝ 之 るヽと 理ヽ 達ヽ

我 に る ら ｀
行 る り を な 教ヽ 学ヽヽし

必 奉 べ ざ 筆 と 者 と 言 り ふヽヽをヽ ｀

之 ず か る 答 を に 答 行
｀

る 教ヽ 徳ヽ
を る ら

｀
に 区 し ふ 上 採 に ふヽ 育ヽ

「
教
育
雑

俎
」

（
こ

稲
葉
清
吉

是
過
日
府
下
日
本
橋
区
坂
本
小
学
校
に
開
き
た
る
職
員
会
の
議
事
中
、
教
育
上
参
考
と
な
る
べ

き
か
と
思
ふ
個
条
に
つ
き
、
其
大
意
を
録
し
た
る
も
の
な
り
。
甲
乙
等
は
、
意
見
の
略
同
じ
き
も

の
を

一
括
し
た
る
も
の
と
知
る
べ
し
。

第

一　

修
身
科
試
験
採
点
法
に
就
て

従
来
修
身
科
の
試
験
採
点
法
区
々
に
し
て
、
或
は
、
知
識
と
操
行
と
を
四
分
六
分
に
と
る
あ

り
、
或
は
操
行
と
い
ふ
欄
を
設
け
て
、
修
身
科
の
欄
に
は
専
ら
試
験
答
案
の
得
点
の
み
を
盛
る
あ

り
、
各
校
是
に

一
定
せ
ず
。
本
案
は
、
之
を
理
論
及
び
法
令
の
上
よ
り
討
究
し
た
る
者
な
り
。

（甲
）
生
徒
の
及
落
は
、
専
ら
学
科
の
成
績
に
由
て
之
を
判
定
す
べ
き
は
、
法
令
に
明
文
あ
り
、

而
し
て
学
科
に
は
、
二
種
あ
り
て
、　
一
は
学
、
即
ち
知
識
に
属
し
、
心
中
に
入
り
て
観
念
と
な

り
、
知
力
の
内
容
を
な
す
者
に
し
て
、　
一
は
芸
、
即
ち
技
術
に
属
し
、
手
腕
に
現
れ
て
意
志
の
用

を
な
す
者
と
な
れ
ど
、
操
行
は
学
に
て
も
芸
に
て
も
な
け
れ
ば
、
操
行
を
励
ま
す
を
学
科
と
い
ふ

べ
か
ら
ざ
る
は
明
か
な
り
、
小
学
校
令
第

一
条
に
三
育
並
進
の
趣
旨
を
述
べ
な
が
ら
、
他
の
個
条

に
於
て

一
般
に
智
育
に
偏
す
る
の
傾
あ
る
は
不
都
合
な
れ
ど
、
法
令
に
修
身
科
に
も
試
験
す
べ
し

と
あ
る
か
ら
は
、
是
修
身
上
の
知
識
に
就
て
試
験
し
て
、
其
実
行
に
よ
ら
ず
、
知
識
の
有
無
に
由

て
及
落
を
定
む
る
こ
と
明
か
な
り
、
即
ち
修
身
科
の
採
点
法
は
唯
だ
其
知
識
に
の
み
由
る
べ
し
、

（乙
）
学
科
は
之
を
分
ち
て
三
種
と
す
べ
し
、　
一
、
知
育
的
学
科
　
一
一、
徳
育
的
学
科
　
一二
、
体

育
的
学
科
　
是
な
り
、
知
育
的
学
科
は
智
識
を
収
得
す
る
を
目
的
と
し
、
徳
育
的
学
科
は
之
を
実

行
す
る
を
目
的
と
し
、
体
育
的
学
科
は
身
体
を
発
達
し
、
手
腕
を
練
磨
す
る
を
以
て
目
的
と
す
、

皆
人
類
た
る
天
職
、
国
民
た
る
本
分
を
尽
さ
し
む
る
が
為
に
、
教
師
其
法
を
授
け
、
生
徒
其
言
に

従
ひ
て
摸
倣
等
を
す
る
も
の
な
る
が
故
に
学
科
と
い
ふ
、
今
小
学
科
目
を
此
三
種
に
分
類
せ
ば
、

小
学
科

而
し
て
智

的
学
科
は

る
に
あ
ら

あ
ら
ず
し

点
上
満
点

に
現
し
得

る
も
、
身

て
、
此
の

別
す
る
が

由
て
採
点

主
と
し
て

ず
、
因
に

が
如
き
生

行
は
ん
と第

二
　
生
徒
賞
罰
法
に
就
て

各
級
に
於
て
其
賞
罰
法
を
異
に
す
る
時
は
、
教
育
上
大
に
弊
害
を
起
す
事
あ
り
、
本
案
は
賞
罰

に
関
す
る
大
体
の
方
針
を
定
め
ん
と
す
る
者
な
り
、

（甲
）
生
徒
の
非
行
を
矯
正
す
る
法
二
あ
り
、　
一
、
訓
誠
　
一
一、
懲
罰
　
日疋
な
り
、
懲
罰
は
訓
誠

に
て
功
な
き
頑
童
に
用
ふ
、
蓋
し
訓
誠
に
比
し
て
甚
だ
劣
り
た
る
法
な
り
と
雖
も
、
無
知
の
児
童

は
苦
痛
を
感
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
到
底
其
行
を
改
め
ざ
る
を
以
て
、
已
む
を
得
ず
し
て
之
を
用

ゐ
る
な
り
、
韓
非
曰
く
、
今
有
一
不
才
之
子
・父
母
怒
レ
之
弗
レ為
レ改
、
郷
人
誰
レ
之
弗
三為
動
一師
長

教
レ
之
弗
三為
変
一　
夫
以
三
父
母
之
愛
、
郷
人
之
行
、
師
長
之
智
≡
一美
加
レ
焉
、
而
終
不
レ
動
、
其

睡
毛
不
レ改
、
州
部
之
吏
、
操
三官
兵
一推
三公
法
一而
求

一索
姦
人
戻
〔後
怒
燿
、
変
一一其
節
一易

其
行
・



細江  光 :谷崎潤一郎の恩師 。稲葉清吉先生についての資料紹介(17)

と 臭

故
父
母
之
愛
不
レ
足
二
以
教
レ
子
、
必
待
二
州
部
之
厳
刑
・者
、
民
固
騎
二
於
愛
・聴
三
於
威
一実

即
ち
非
行
を
止
む
る
の
功
速
に
し
て
確
な
る
は
懲
罰
を
措
て
他
に
な
き
な
り
、

（乙
）
訓
誠
は
教
育
の
動
作
に
し
て
、
人
の
悪
を
去
り
善
に
導
く
方
法
の
全
体
を
総
称
し
た
る
者

な
り
、
故
に
賞
罰
法
も
固
り
其
中
に
包
含
す
と
雖
も
、
賞
罰
法
の
如
き
は
其
最
も
下
劣
と
す
る
所

な
り
、
何
と
な
れ
ば
之
を
賞
す
る
は
道
義
上
最
も
好
ま
ざ
る
児
童
の
名
利
心
を
利
用
す
る
も
の
に

し
て
、
之
を
罰
す
る
は
唯
だ

一
時
威
圧
的
に
其
悪
を
止
む
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
な
り
、
即
ち
賞
罰
法

は
頻
繁
に
用
ゐ
る
べ
き
法
に
あ
ら
ず
、
又
之
を
用
ゐ
る
時
は
必
ず
訓
誠
と
し
て
施
さ
ゞ
る
べ
か
ら

ず
、
若
し
小
学
校
に
て
懲
罰

（今
は
賞
を
省
く
）
を
懲
罰
の
為
に
し
て
、
訓
誠
の
為
に
せ
ず
、
刑

法
に
規
定
せ
ら
る
ゝ
が
如
く
、
唯
だ
其
罪
に
相
当
す
る
罰
を
与
ふ
る
を
の
み
主
と
せ
ば
、
児
童
は

其
数
々
軽
き
懲
罰
即
ち
苦
痛
を
繰
り
回
さ
る
ゝ
よ
り
、
遂
に

「
ナ
レ
ツ
コ
」
と
な
り
て
、
罰
を
何

と
も
思
は
ず
、
公
衆
の
面
前
に
直
立
せ
し
め
ら
る
ゝ
を
以
て
、
結
局
面
白
き
事
に
思
ひ
、
大
に
廉

恥
の
心
を
失
ふ
に
至
る
べ
し
、
故
に
非
行
を
矯
正
せ
ん
に
は
専
ら
道
義
上
よ
り
懇
々
説
諭
し
て
、

其
心
に
悔
心
を
生
ぜ
し
む
る
の
外
な
し
、
さ
れ
ど
尚
頑
悪
に
し
て
、
到
底
説
諭
に
由
て
、
悔
心
を

生
ぜ
ざ
る
者
は
、
体
罰
を
用
ゐ
る
の
外
な
し
と
雖
も
、
体
罰
の
法
令
に
、
禁
止
せ
ら
れ
、
且
つ
実

際
功
な
き
こ
と
上
に
述
べ
し
が
如
く
な
れ
ば
、
此
の
如
き
生
徒
は
、
唯
だ
教
師
の
熱
誠
以
て
、
感

化
せ
ん
と
努
む
る
の
外
な
き
な
り
、

左
に
当
校
の
訓
誠
法
を
記
す
べ
し
、

第

一
条
　
生
徒
若
し
学
業
を
勉
励
せ
ざ
る
時
は
、
其
度
数
の
多
寡
に
従
ひ
、
２

）
説
諭

（二
）

教
師
の
面
前
に
直
立
せ
し
め
て
業
を
課
し

（三
）
放
課
後
尚
ほ
引
続
き
て
業
を
課
し
、
井
に
之
を

家
庭
に
通
知
す
る
も
の
と
す
、

第
二
条
　
生
徒
若
し
故
意
に
他
に
害
を
与

へ
た
る
時
は
、
其
軽
重
に
従
ひ
、
２

）
説
諭

（二
）

放
課
後
迄
留
め
置
き
て
誠
め

（三
）
停
学
を
命
ず
る
も
の
と
す
、

第
三
条
　
生
徒
若
し
学
業
を
勉
励
す
る
時
は
、
之
を
奨
励
せ
ん
が
為
、
２

）
成
蹟
を
同
級
生
徒

に
示
し

（二
）
校
内
に
掲
示
し

（三
）
優
等
席
を
設
け
て
之
に
置
く
も
の
と
す
、
（優
等
席
に
置

く
は
其
成
蹟
に
よ
る
に
あ
ら
ず
、
故
に
勿
論
学
術
操
行
共
に
優
等
な
る
者
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
）

教
育
雑
俎

（
二
）

第
三
　
試
験
法
に
就
て

是
試
験
法
を
議
せ
し
時
に
述
べ
し

を
実
施
す
る
こ
と
能
は
ず
と
雖
も
、

所
な
り
。

稲
葉
清
吉

試
験
の
目
的
は
、
生
徒
の
学
力
を
知
り
て
、
次
ぎ
の
教
授
を
施
す
の
参
考
と
す
る
に
あ
り
。
故

に
従
前
の
如
く
、
之
を
以
て
生
徒
奨
励
の
法
と
せ
る
は
、
其
不
可
な
る
こ
と
固
り
論
な
し
。
さ
れ

ば
試
験
は
教
師
に
要
あ
る
も
、
生
徒
に
要
あ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
故
に
教
師
に
し
て
平
常
之
を
試

み。
得。
荀
き。
事。
―ま。
、
特。
―こ。
期。
日。
を。
定。
め。
て。
試。
験。
す。
る。
を。
要。
せ。
ざ。
る。
な。
り。
。
而
し
て
小
学
校
の
学
科
に

一
も
平
常
に
試
み
得
ざ
る
も
の
な
し
。
即
小
学
校
に
は
、
決
し
て
所
謂
試
験
と
い
ふ
も
の
を
要
せ

ざ
る
な
り
。

又
之
を
学
科
の
方
面
よ
り
い
ふ
時
は
、
試
験
の
目
的
は
、
諸
学
科
が
各
其
目
的
と
す
る
所
を
達

せ
し
や
否
や
を
験
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。
即
修
身
科
に
あ
り
て
は
、
其
実
行
す
る
所
と
思
想
と

を
験
し
て
、
修
身
書
或
は
、
格
言
を
記
憶
す
る
こ
と
の
如
何
な
る
か
を
験
せ
ず
、
蓋
し
修
身
書
は

実
行
力
を
養
ふ
が
為
の
方
法
に
し
て
、
修
身
書
の
読
解
力
を
験
す
る
は
、
是
其
方
法
を
験
す
る
も

の
に
し
て
、
末
に
走
れ
る
も

の
な
れ
ば
な
り
。
讐

へ
ば
、
習
字
科
に
於
て
は
、
教
師
は
ア
の
字

は
、
此
の
如
く
に
し
て
書
け
と
い
ふ
。
生
徒
其
命
に
従
て
ア
字
を
書
く
。
是
に
於
て
教
師
其
成
績

を
験
し
て
優
劣
を
定
む
。
仮
令
生
徒
ア
の
字
は
、
此
の
如
く
に
し
て
書
く
も
の
な
り
と
答

へ
得
る

も
、
其
手
に
し
て
書
く
こ
と
能
は
ず
ば
、
之
に

一
点
を
も
与
ふ
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
修
身
科

も
亦
此
の
如
し
。
生
徒
修
身
書
中
の
事
実
を
よ
く
記
憶
し
て
、
口
よ
く
答

へ
得
る
は
、
猶
ほ
文
字

の
書
方
を
口
に
て
答

へ
た
る
が
如
く
、
之
を
貰
行
す
る
は
、
猶
ほ
紙
面
に
字
を
書
し
た
る
が
如
く

な
れ
ば
、
修
身
科
の
目
的
を
達
せ
し
や
否
や
を
試
験
せ
ん
に
は
、
生
徒
平
常
の
実
行
を
観
察
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
修
身
科
の
成
蹟
は
、
観
察
す
べ
く
し
て
試
験
す
べ
き
に
あ
ら
ざ

る
な
り
。
蓋
し
其
勇
怯
を
験
し
、
直
俵
を
験
す
る
が
如
き
は
、
古
来
あ
り
し
所
な
り
と
雖
も
、
教

師
は
、
か
く
迄
術
策
を
用
ゐ
る
を
要
せ
ざ
る
な
り
。

一
の
私
見
な
り
。
本
よ
り
法
令
の
東
縛
す
る
所
今
日
直
に
之

後
年
此
の
如
く
な
ら
ん
こ
と
は
、
余
の
希
望
し
て
已
ま
ざ
る
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又
作
文
科
に
就
て
い
へ
ば
、
作
文
の
試
験
は
、
生
徒
の
作
文
力
を
験
す
る
も
の
な
れ
ば
、
従
来

諸
処
に
行
は
る

ゝ
が
如
く
、
前
に
教

へ
た
る
文
題
を
再
び
課
す
る
が
如
き
は
、
大
に
誤
れ
る
も
の

と
い
ふ
べ
し
、
何
と
な
れ
ば
、
此
の
如
き
は
、
作
文
力
を
験
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
記
憶
力
を
験

す
る
こ
と

ゝ
と
な
り
、
読
書
科
と
何
の
区
別
す
る
所
な
け
れ
ば
な
り
。
蓋
し
小
学
校
の
各
学
科

は
、
若
し
厳
密
に
之
を
区
別
す
る
時
は
、
各
科
皆
異
な
る
目
的
を
有
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
修
身

は
徳
性
、
読
書
は
読
字
力
、
習
字
は
書
字
力
、
作
文
は
作
文
力
、
算
術
は
算
数
力
を
養
ふ
が
為
に

設
け
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
而
し
て
徳
性
は
、
実
行
に
て
、
読
字
力
は
記
憶
す
る
所
に
よ
り
て
、

書
字
力
は
字
形
筆
力
に
よ
り
て
、
作
文
力
は
文
の
巧
拙
に
よ
り
て
判
じ
て
、　
一
と
し
て
其
目
的
同

じ
く
、
其
試
験
す
べ
き
事
項
の
類
す
る
も
の
な
し
。
然
る
に
従
来
読
書
作
文
修
身
を
皆
記
憶
の
度

の
如
何
に
よ
り
て
験
せ
ん
と
し
た
る
は
、
豊
に
大
な
る
誤
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。

又
唱
歌
の
試
験
は
、
従
来
最
も
世
人
に
誤
ら
れ
た
り
と
い
ふ
べ
し
。
夫
れ
小
学
校
の
唱
歌
は
、

本
修
身
科
の
補
助
に
し
て
、
其
主
な
る
目
的
は
、
児
童
徳
性
の
涵
養
に
あ
り
。
決
し
て
之
を
以
て

音
楽
師
を
養
は
ん
と
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
巧
に
謡
ふ
者
必
ず
し
も
徳
性
発
達
し
た
る
に

あ
ら
ず
、
拙
な
る
者
亦
必
ず
し
も
徳
性
の
劣
れ
る
に
あ
ら
ず
。
故
に
謡
ひ
方
の
巧
拙
を
以
て
、
徳

性
発
達
の
度
を
験
す
る
が
如
き
は
、
決
し
て
能
は
ざ
る
所
な
り
。
之
を
是
省
み
ず
し
て
、
妄
に
他

学
科
と
同
様
の
試
験
を
施
し
其
技
を
験
し
て
以
て
甲
乙
を
定
め
ん
と
す
、
是
恰
も
東
に
往
か
し
め

ん
と
し
て
、
却
て
西
に
往
く
こ
と
幾
許
里
な
る
か
と
験
す
る
が
如
き
の
み
。
豊
謬
見
の
甚
だ
し
き

も
の
に
あ
ら
ず
や
。
故
に
唱
歌
科
は
決
し
て
試
験
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
唱
歌
科
を
授
く
る
者

宜
し
く
唱
歌
科
は
、
修
身
科
の

一
部
な
る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
高
尚
な
る
唱
歌

を
悦
ぶ
者
は
、
之
を
卑
猥
な
る
歌
を
好
む
者
に
比
す
れ
ば
、
其
美
感
の
発
達
全
く
異
に
し
て
、
其

心
性
の
高
下
も
亦
明
か
な
り
と
雖
も
、
此
の
如
き
は
、
宜
し
く
観
察
す
べ
く
し
て
決
し
て
、
試
験

す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

又
体
操
科
も
唱
歌
科
と
同
じ
く
技
芸
は
、
其
目
的
に
あ
ら
ず
し
て
、
専
ら
精
神
と
身
体
と
を
鍛

錬
す
る
が
為
に
設
け
た
る
も
の
な
れ
ば
、
其
精
神
の
如
何
は
、
修
身
科
に
入
り
身
体
の
如
何
は
、

活
力
表
に
載
す
れ
ば
足
る
も
の
に
し
て
、
別
に
技
芸
の
試
験
を
な
す
を
要
せ
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ど

技
と
目
的
と
殆
ど
並
進
し
て
唱
歌
科
の
如
き
分
離
せ
ざ
る
は
、
是
体
操
科
の
唱
歌
科
に
異
な
る
所

な
り
と
す
。

以
上
述
べ
た
る
が
如
く
な
れ
ば
、
余
は
飽
く
迄
も
、
定
期
の
試
験
を
全
廃
す
る
こ
と
を
主
張

し
、
又
試
験
は
必
ず
其
目
的
に
適
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
唱
導
せ
ん
と
す
。

「
教
育
雑

俎
」

公
こ

稲
葉
清
吉

第
四
　
諸
学
科
教
授
法
に
就
て

（甲
）
諸
学
科
を
教
授
す
る
に
四
種
の
方
法
あ
り
、　
一
は
、　
一
切
他
の
事
を
思
は
ず
、
唯
だ
今
授

け
ん
と
す
る
学
科
の
知
識
を
正
確
に
与

へ
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
讐

へ
ば
算
術
を
授
け
ん
と
せ

ば
、
よ
く
前
日
に
授
け
た
る
所
と
聯
絡
せ
し
め
、
順
序
正
し
く
教

へ
て
、
其
教

へ
た
る
所
は
、
十

分
に
応
用
す
る
こ
と
を
得
る
程
に
す
る
な
り
。
二
は
、　
一
切
他
の
事
を
思
は
ず
、
唯
だ
今
授
く
る

学
科
に
よ
り
て
、
児
童
に
興
味
を
起
さ
し
め
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
讐

へ
ば
算
術
を
教
ふ
る
に

も
、
唯
だ
其
応
用
し
得
る
程
に
正
確
な
る
知
識
を
与
ふ
る
の
み
を
目
的
と
せ
ず
。
其
算
術
に
よ
り

て
、
算
術
は
必
要
な
り
有
益
な
り
、
面
白
し
と
の
観
念
を
与
ふ
る
を
主
と
す
る
も
の
な
り
。
三

は
、
全
学
科
の
聯
絡
を
密
に
し
、
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
各
学
科
十
あ
る
も
之
を
十
科
と
し
て
教
授
せ

ず
、
即
読
書
科
は
、
読
字
力
を
養
ふ
が
為
に
の
み
教
へ
ず
、
算
術
科
は
、
算
数
力
を
養
ふ
が
為
に

の
み
授
け
ず
し
て
、
読
字
力
を
養
ふ
と
共
に
算
数
力
、
書
字
力
、
作
文
力
等
を
養
ふ
こ
と
、
換
言

せ
ば
、
小
学
科
全
体
を
し
て
殆
ど

一
学
科
の
如
く
な
ら
し
む
る
こ
と
是
な
り
。
（警

へ
ば
み
か
ん

と
い
ふ
字
を
教
ふ
れ
ば
、
之
と
共
に
み
か
ん
三
つ
と
四
つ
で
は
何
個
に
な
る
か
と
問
ひ
、
其
計
算

方
を
教

へ
、
而
し
て
之
を
書
か
し
む
る
等
の
法
な
り
）
四
は
従
来
の
如
く
第

一
時
に
は
、
知
育
、

第
二
時
に
は
徳
育
、
第
三
時
に
は
体
育
、
或
は
時
と
し
て
は
、
終
日
知
育
の
み
な
る
こ
と
、
言
ひ

換
ふ
れ
ば
習
字
科
に
て
は
字
を
巧
に
書
か
し
む
れ
ば
足
れ
り
。
作
文
科
に
て
は
文
を
巧
に
作
ら
し

む
れ
ば
足
れ
り
と
す
る
三‐，
静
か
離。
教。
授。
を。
簾
か
０
争
権
を。
ぃ
０
皆。
矩
徳。
体。
のｃ
三。
育。
を。
な。
さ。
し。
め。
ん。

と
す
る
も
の
な
り
。　
一
例
を
挙
ぐ
れ
ば
、
習
字
科
に
て
姿
勢
を
正
し
く
し
、
手
指
の
運
用
を
鋭
敏

に
す
る
は
、
体
育
に
し
て

（世
間
に
は
唯
だ
字
を
巧
に
書
か
し
む
る
こ
と
を
力
め
て
是
等
の
点
に

少
し
も
注
意
せ
ざ
る
者
あ
り
、
或
は
注
意
す
る
も
、
是
習
字
科
中
の
体
育
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

故
に
大
に
重
し
と
せ
ず
、
是
皆
体
育
は
、
体
操
科
の
み
の
任
な
る
が
如
く
考
ふ
る
謬
見
に
出
で
た

る
者
な
り
）
清
潔
を
愛
し
、
美
一麗
を
好
む
に
至
ら
し
む
る
は
、
徳
育
、
書
く
所
の
文
字
と
、
言
語

思
想
と
を
聯
絡
せ
し
め
書
く
と
共
に
文
字
に
含
め
る
観
念

（意
味
）
を
喚
起
せ
し
む
る
は
、
知
育
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な
り
。
又
読
書
科
に
て
い
へ
ば
、
音
声
を
測
亮
に
し
、
姿
勢
を
真
直
に
し
、
読
む
と
共
に
快
感
を

起
さ
し
む
る
は
、
体
育
に
し
て
、
其
測
亮
な
る
音
声
の
発
す
る
所
、
或
は
高
く
或
は
低
く
、
恰
も

音
楽
を
奏
す
る
が
如
く
、
而
し
て
或
は
雄
壮
に
、
或
は
悲
哀
に
、
或
は
荘
重
に
、
或
は
快
活
に
読

み
去
り
読
み
来
る
の
間
、　
一
々
之
に
応
じ
て
雄
壮
同
情
荘
重
快
活
等
の
気
象
を
養
ふ
は
、
是
徳

育
。
読
書
中
の
事
実
文
章
等
の
知
識
を
得
る
は
、
知
育
な
り
。
此
の
如
く
な
る
が
故
に
、
教
師
に

し
て
少
し
く
注
意
せ
ば
、
各
学
科
に
於
て
皆
児
童
の
知
と
徳
と
体
と
を
養
ふ
を
得
べ
し
。
右
四
法

約
言
せ
ば

一
は
、
知
識
を
授
く
る
を
目
的
と
す
る
も
の
、
二
は
興
味
を
喚
起
す
る
を
目
的
と
す
る

も
の
、
三
は
小
学
全
科
を
唯

一
学
科
と
す
る
も
の
、
四
は
毎
学
科
皆
知
徳
体
を
養
ふ
を
目
的
と
す

る
も
の
に
し
て
、
之
を
要
す
る
に
普
通
教
育
の
目
的
よ
り
し
て
い
へ
ば
、
第
四
法
は
其
最
も
完
全

な
る
も
の
な
り
。

（乙
）
第
四
法
は
実
に
斬
新
な
る
見
解
な
り
。
従
来

ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
の
如
き
専
ら
道
義
的
品
性

を
養
ふ
こ
と
を
主
と
す
と
雖
も
、
其
世
人
に
解
せ
ら
る
ゝ
や
、
多
く
は
、
各
学
科
は
皆
人
物
の

一

部
を
養
ふ
も
の
と
し
て
、
毎
学
科
を
以
て
、
三
育
を
兼
ね
じ
む
る
も
の
と
は
解
せ
ら
れ
ざ
り
き
。

実
に
此
第
四
法
は
、
甚
可
な
る
も
の
な
る
こ
と
勿
論
な
り
と
雖
も
、
更
に
進
で
全
学
科
を

一
学
科

と
し
て
、
教
授
す
る
は
、
更
に
完
全
な
る
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
各
学
科
の
相
聯
絡
す
べ
き

は
、
従
来
教
育
学
者
の
常
に
唱

へ
た
り
し
所
な
り
。
而
し
て

一
学
科
に
就
て
前
日
に
教

へ
し
所

と
、
今
日
教
ふ
る
所
と
聯
絡
な
き
が
如
き
は
、
万
な
し
と
雖
も
、
各
科
を
通
じ
て
聯
絡
せ
し
む
る

が
如
き
は
、
言
ふ
べ
く
し
て
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
の
如
く
、
世
人
は
皆
感
じ
た
り
し
が
如
し
。

故
に
荀
も
之
が
聯
絡
を
附
せ
ん
と
せ
ば
、
算
術
読
書
作
文
等
と
分
科
せ
ず
し
て
、
之
を

一
学
科
と

し
て
教
授
す
る
の
外
な
し
。
か
く
せ
ば
或
は
、
毎
時
間
同

一
の
も
の
を
教
授
す
る
こ
と

ゝ
な
る
が

故
、
生
徒
に
嫌
厭
の
情
を
起
さ
し
む
る
こ
と
な
き
や
と
気
遣
ふ
者
あ
ら
ん
か
な
れ
ど
、
是
教
授
の

巧
拙
と
、
教
師
の
熱
心
な
る
と
、
否
と
に
由
る
こ
と
に
し
て
、
学
科
の

一
な
る
と
多
な
る
と
に
あ

ら
ざ
る
な
り
。
若
し
教
師
に
し
て
熱
心
な
ら
ず
、
教
授
に
し
て
拙
な
ら
ん
か
、
仮
設
毎
時
課
を
変

ず
と
雖
も
、
生
徒
何
ぞ
次
ぎ
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
あ
ら
ん
や
。
若
し
之
に
反
し
、
教
師
は
、
熱

心
に
、
教
授
は
巧
な
ら
ば
、
仮
設
毎
時
異
類
の
事
を
教
へ
ず
と
も
、
生
徒
は
喜
ん
で
其
授
業
を
受

く
べ
き
な
り
。
否

一
学
科
を
教
ふ
と
い
ふ
も
毎
時
間
同

一
の
事
を
繰
返
す
に
あ
ら
ず
。
前
時
間
に

原
因
を
教

へ
て
、
後
時
間
に
結
果
を
教

へ
、
或
は
第

一
時
に
結
果
を
教

へ
て
、
第
二
時
第
三
時
に

其
原
因
に
遡
り
て
研
究
せ
し
む
る
も
の
な
れ
ば
、
生
徒
は
其
時
間
終
る
も
、
是
に
て
其
学
科
は
終

れ
り
、
ウ
ル
サ
キ
役
目
は
済
み
た
り
と
の
感
を
起
さ
ず
。
進
で
次
ぎ
に
来
る
べ
き
事
を
研
究
せ
ん

と
の
念
を
起
し
、
頸
を
延
べ
て
次
ぎ
の
時
間
を
侯

つ
に
至
る
べ
し
、
是
各
科
片
々
に
て
は
、
決
し

て
な
し
能
は
ざ
る
所
な
り
と
雖
も
、
唯
だ

一
学
科
に
し
て
、
前
後
相
聯
絡
す
る
が
故
に
、
次
ぎ
に

来
る
べ
き
こ
と
を
略
推
測
す
る
を
得
る
な
り
。
蓋
し
教
授
の
巧
み
な
る
と
は
唯
だ
其
時
間
に
教

ヘ

し
所
を
正
確
に
生
徒
に
把
捉
せ
し
む
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
其
教

へ
し
所
に
よ
り
て
、
次
ぎ
の
時
、

更
に
研
究
せ
ん
と
の
心
を
起
さ
し
む
る
に
あ
り
。
即
第

一
等
の
教
授
法
は
、
第
三
法
と
第
四
法
と

を
合

一
す
る
に
あ
る
な
り
。

「教
育
雑
俎
」
（四
）

稲
葉
清
吉

第
五
　
教
育
の
主
義
に
就
て

（甲
）
人
類
普
通
の
義
務
に
四
あ
り
、　
一
、
身
体
を
健
康
な
ら
し
む
る
事
、
二
、
人
道
を
守
る

事。
、
三
、
国。
民。
た。
る。
義。
務。
を。
よ。
く。
尽。
す。
事。
、
四
、
職。
業。
を。
努。
む。
る。
事。
是
な
り
。
普
通
教
育
の
目

的
、
亦
此
等
の
義
務
を
尽
さ
し
む
る
に
過
ぎ
ず
。
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
よ
き
身
体
の
人
、
よ
き
心
の

人
、
よ
き
国
民
、
よ
き
職
業
家
を
造
る
の
み
。
故
に
小
学
校
令
に
教
育
の
目
的
を
規
定
し
て
、
児

童
身
体
の
発
達
に
留
意
し

（右

一
に
相
当
す
）
道
徳
教
育

（二
）
国
民
教
育

（三
）
井
に
日
常
必

須
の
知
識
を
授
く

（四
）
と
し
た
り
。
教
育
の
主
義
、
亦
此
目
的
に
適
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

単
に
よ
き
人
と
い
ふ
と
よ
き
国
民
と
い
ふ
と
は
異
な
り

基
督
は
よ
き
人
な
れ
ど
も
よ
き
国
民
と
い
ふ
べ
か
ら
ず

（乙
）
右
の
如
き
は
、
結
局
平
々
凡
々
た
る
人
物
を
養

へ
ば
足
れ
り
、
普
通
の
人
情
に
外
れ
ざ
る

行
為
習
慣
、
極
め
て
平
坦
な
る
志
操
希
望
を
与
ふ
れ
ば
足
れ
り
と
す
る
も
の
に
し
て
、
国
民

一
般

に
は
、
敢
て
更
に
普
通
以
上
に
進
ま
ん
と
の
大
志
望
、
或
は
元
気
を
与
ふ
る
に
及
ば
ず
と
す
る
も

の
な
り
。
さ
れ
ど
、
人
は
希
望
に
由
て
導
か
る
、
希
望
あ
る
者
は
、
進
み
て
、
希
望
な
き
者
は
進

ま
ず
。
而
も
希
望
に
は
、
大
な
る
あ
り
、
小
な
る
あ
り
、
小
な
る
希
望
は
、
左
程
力
め
ざ
る
も
達

せ
ら
る
れ
ど
も
、
大
な
る
希
望
は
、
畢
生
の
力
を
奮
ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
之
を
達
す
る
こ
と
能
は

ず
。
故
に
小
希
望
を
有
す
る
人
は
、
其
奮
進
力
、
忍
耐
力
小
に
、
大
希
望
を
有
す
る
人
は
、
其
奮
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ん 根 父ヽよ んヽ れヽヽこヽ自 てヽ 進ヽヽ

や 本 祖ヽりヽにヽんヽと 暴ヽ 旺ヽ 力ヽヽ
°

基 伝 てヽヽはヽこヽ ｀
自 盛ヽヽ ｀
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教 守ヽ ｀
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す ん 家ヽヽに 競ヽ ずヽヽて 忍ヽ 亦ヽヽ
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苦 争ヽヽ

小 り 進ヽ すヽ たヽ 大ヽ○活 耐ヽ ふヽヽ
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めヽるヽら 志ヽ〇気 難ヽ― ミヽ

教 進 んヽ 義ヽヽん 望ヽ〇常 のヽ かヽヽ

育 みヽと 務ヽヽよ あヽ〇に 力ヽヽらヽ
｀

て 願ヽヽをヽりヽる〇充 大ヽヽざヽ

豊 一 ふヽ 欠ヽヽ ｀
国○満ヽなヽるヽ

に 般 愛ヽ かヽ 進ヽ 民ヽOす ヽり 事ヽヽ

平 人 国ヽヽざ みヽヽは〇  ` ｀
実ヽ

坦 類 者ヽヽる てヽヽ ｀
国 是ヽ 4ヽぃ

な の たヽ 民ヽ 人ヽ 膨ヽ○民ヽにヽりヽ

る 益ヽらヽと 類ヽ 月ヽ長O皆 於ヽヽ °

小 を んヽヽな のヽ すヽO平 ヽて 奮ヽヽ

志 計ヽにヽら 模ヽヽるO凡 如ヽ 進ヽヽ

望 らヽはヽん 範ヽ 国ヽ○な 何ヽ 活ヽヽ

を ん 若ヽヽよ たヽ 民ヽ○らヽな 動ヽヽ

与 に かヽヽりヽるヽな○ばヽる のヽヽ
ふ は ずヽヽ ｀ べヽり〇 ｀

逆 力ヽヽ

る 若ヽ ｀
進ヽきヽ ｀

我 境ヽ 大ヽヽ

に か 単ヽ みヽ 高ヽ 単ヽ 国ヽヽにヽなヽ

満 ずヽに てヽ 徳ヽヽに のヽ 処ヽヽりヽ

足  °
小 己ヽ のヽ 人ヽ 進ヽ すヽヽ ｀

す 国 花ヽ のヽ 民ヽ 道ヽ 歩ヽヽる 是ヽヽ
べ 家 翼 力ヽ たヽヽに せヽヽもヽにヽ

け の 々ヽにヽら タヽトヽ ん  ヽ ｀
 か卜ヽ

（丙
）
乙
説
は
、
所
謂
理
想
主
義
な
り
、
国
民

一
般
に
大
な
る
理
想
を
与

へ
て
、
此
に
由
て
其

一

生
を
経
緯
せ
し
め
ん
と
す
る
な
り
。
是
甚
可
、
さ
れ
ど
、
是
或
は
空
想
の
み
あ
り
て
、
実
行
之
に

伴
は
ざ
る
の
国
民
を
養
ふ
に
至
る
こ
と
な
き
か
、
少
年
の
希
望
は
、
多
く
徒
大
に
失
す
る
も
の
な

り
、
彼
は
古
の
英
雄
を
夢
み
て
、
直
に
之
に
追
随
せ
ん
と
す
、
而
も
是
空
想
に
し
て
、
実
力
の
之

に
伴
ふ
な
き
が
故
に
、
後
年
に
至
り
て
挫
折
す
る
も
の
多
し
、
而
し
て
之
を
矯
正
せ
ん
に
は
、
最

も
着
実
に
歩
を
進
め
じ
め
て
、
突
飛
的
に
英
雄
た
ら
ん
と
す
る
功
名
心
を
抑
ふ
る
の
外
な
し
。
即

労
働
主
義
に
し
て
、
我
国
古
来
養
ひ
来
れ
る
尚
名
主
義
、
人
は
名
こ
そ
惜
し
け
れ
、
餓
う
る
も
賤

業
に
服
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
が
如
き
、
非
労
働
の
観
念
を
排
し
、
知
識
も
実
用
を
主
と
し
て
空
理

空、
文、
を、
避、
―ナ、
、
専、
ら、
労、
レ
を、
勧、
め、
、
国、
民、
一
般、
を、
し、
て、
、
皆、
実、
業、
を、
重、
ぜ、
し、
め、
、
か
れ
以‐
一
茅
を‐

立
て
ん
と
の
志
望
を
懐
か
し
む
る
に
あ
る
な
り
。

（丁
）
実
用
知
識
主
義
は
、
実
に
目
今
教
育
界
の

一
大
風
潮
な
り
と

い
ふ
べ
し
。
蓋
し
、
国
民
実

用
の
知
識
に
富
み
て
、
国
家
其
富
を
致
す
は
、
実
に
明
か
な
る
理
な
り
と
雖
も
、
而
も
国
家
の
真

の
価
値
は
、
唯
に
富
の
度
に
の
み
関
せ
ず
、
国
民
の
品
性
の
如
何
、
最
も
其
主
要
な
る
部
分
を
占

む
る
も
の
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
凡
品
性
は
、
人
類
諸
般
の
力
の
本
源
に
し
て
、
殊

に
国
家
に
あ
り
て
は
、
最
も
重
ん
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
国
民
の
品
性
に
し
て
高
か
ら

ん
か
、
国
家
は
決
し
て
其
富
の
度
の
低
き
を
憂
ひ
ざ
る
な
り
。
若
し
国
民
に
し
て
皆
猶
太
人
支
那

メ
σ
如
く
右
ら
Ｌ́
ダ
ンス
カ
　
修
議
金
釘
を
匡
体
に
拝
羅
サ
と
も
　
匡
家
仁
そ
其
威
を
匹
力
に
栃
ふ

を
得
ん
や
。
請
ふ
之
を
個
人
に
験
せ
よ
、
富
者
の
子
果
し
て
、
常
に
其
財
を
増
加
す
る
か
、
貧
児

は
決
し
て
其
産
を
作
る
こ
と
能
は
ざ
る
か
、
鳴
呼
何
ぞ
夫
れ
然
ら
ん
や
。
夫
れ
財
力
は
、
財
を
作

ら
ず
、
品
性
の
力
よ
く
財
を
作
る
。
若
し
丙
論
者
の
如
く
、
単
に
実
利
実
用
を
の
み
主
と
せ
ば
、

我
国
民
は
、
変
じ
て
猶
太
人
、
支
那
人
の
如
く
な
ら
ん
。
国
家
の
基
礎
た
る
国
民
を
養
ふ
、
量
に

品
性
の
陶
冶
を
以
て
、
其
主
義
と
な
さ
ゞ
る
べ
け
ん
や
。

（戊
）
教
育
は
、
生
徒
を
主
と
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
国
家
或
は
教
師
を
主
と
す
べ
き
も
の
に
あ

ら
ず
。
古
は
漢
学
者
の
如
き
、
教
師
先
づ
己

一
個
の
主
義
を
有
し
て
、
其
主
義
に
依
て
教
育
し
、

生
徒
の
心
状
の
如
何
を
顧
み
ず
、
得
る
者
に
は
得
せ
し
め
、
主
義
に
合
せ
ざ
る
者
は
招
か
ざ
る
、

即
教
師
を
主
と
し
て
、
生
徒
を
客
と
し
た
る
も
の
な
り
と
雖
も
、
是
教
育
の
原
理
に
背
く
も
の
な

り
、
国
家
或
は
主
義
な
ど
い
ふ
鋳
型
を
作
り
、
児
童
の
天
性
を
矯
め
て
、
之
に
適
合
せ
し
め
ん
と

す
る
は
、
是
旧
時
の
教
育
法
の
み
、
今
日
は
、
宜
し
く
児
童
の
身
心
を
整
斉
に
発
達
す
る
を
以

て、
、
其、
主、
義、
と、
な、
さ、
も
る、
べ、
か
ら、
ず、
。
完‥，
全‐、
ぃ
矛
卜
か
り‘‐，
て．
ヽ
如
い
完‘，
生
な
るこ，
律
か
か
い

　ヽ
一
点

の
非
難
す
べ
き
な
き
国
民
、
是
豊
国
家
の
最
も
要
求
す
る
所
に
あ
ら
ず
や
。

（己
）
教
育
の
目
的
は
、
勅
語
に
あ
る
所
を
現
実
な
ら
し
む
る
に
あ
り
、
之
を
現
実
に
せ
ん
に

は
、
児
童
の
身
心
を
発
達
し
て
、
理
想
あ
り
、
実
用
の
知
識
あ
り
、
道
義
的
品
性
あ
る
有
用
に
し

て
、
善
良
な
る
国
民
と
な
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
諸
主
義
は
、
此
点
に
於
て
、
相

一
致
す
、
宜
し
く

諸
主
義
を
容
る

ゝ
に
足
る

一
根
本
主
義
を
立
て

ヽ
、
之
に
依
て
全
般
を
統
率
せ
し
む
べ
き
な
り
。

以
上
述
べ
来
り
た
る
所
、
各
其
名
を
異
に
す
る
も
、
其
帰
の

一
致
す
る
も
の
、
亦
砂
か
ら
ず
。

之
を
要
す
る
に
、
主
義
に
は
二
種
あ
り
て
、　
一
は
諸
多
の
教
授
を
施
す
こ
と
、
別
に
主
義
な
き
者

と
異
な
る
こ
と
な
き
も
、
常
に

一
個
の
主
義
を
念
頭
に
置
き
て
、
行
く
ノ
ヽ
は
、
其
主
義
に
適
合

し
た
る
人
物
と
な
さ
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、　
一
は
毎
日
其
主
義
を
実
現
し
つ
ゝ
行
く
も
の
な

り
。
讐

へ
ば
、
順
良
な
る
生
徒
を
養
ふ
を
主
義
と
す
る
如
き
、
毎
日
之
を
順
良
な
ら
し
め
て
行
く

は
、
乙
に
し
て
、
勇
敢
な
る
人
物
を
養
ふ
を
主
義
と
す
る
が
如
き
、
直
に
之
を
実
現
す
る
こ
と
能

は
ず
、
長
日
月
の
間
、
其
方
向
に
向
て
進
む
が
故
に
、
卒
業
の
終
に
至
り
て
、
始
め
て
其
主
義
に
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適
し
た
る
勇
敢
な
る
人
物
と
な
る
は
、
甲
な
り
。

樋
口
勘
次
郎
氏
、
曽
て
東
京
著
渓
会
雑
誌
百
七
十
二
号
に
其
教
育
の
三
大
主
義
を
載
せ
ら
る
、

曰
く
、

第

一
、
生
徒
ノ
活
動
カ
ヲ
発
達
セ
シ
メ
ム
タ
メ
ニ
、
其
ノ
自
発
活
動
ヲ
重
ジ
、

第
二
、
統

一
ア
ル
知
識
ヲ
形
成
セ
シ
メ
ム
為
メ
ニ
、
諸
学
科
ノ
教
授
ヲ
関
聯
セ
シ
メ
、

第
三
、
生
徒
ノ
感
情
ヲ
高
尚
温
雅
ナ
ラ
シ
ム
為
メ
ニ
、
深
ク
趣
味
ノ
教
育

二
注
意
シ
熱
血
ア
ル

男
子
ヲ
養

ハ
ム
為
メ
ニ
感
情
ノ
発
作
ヲ
奨
励
シ
タ
リ

と
、
是
即
乙
に
属
す
る
も
の
な
り
。
余
が
日
々
の
主
義
と
し
て
守
る
所
は
、
左
の
如
し
。

第

一
、
教
授
材
料
の
分
量
を
少
な
く
し
て
其
中
に
興
味
を
見
出
だ
さ
し
む
、
（進
取
の
気
象
を

養
ふ
を
目
的
と
す
）

第
二
、
学
校
を
退
く
時
ま
で
に
は
必
ず
其
日
授
け
し
所
を
悉
皆
理
会
記
憶
せ
し
む
、
（実
用
の

知
識
を
与
ふ
る
を
目
的
と
す
）

又
左
に
記
す
る
者
は
、
其

一
学
期
に
於
け
る
主
義
な
り
、

第
三
、
児
童
の
心
中
に
不
秩
序
に
入
り
来
り
た
る
乱
雑
の
知
識
を
整
頓
し
て
、
悉
く
統

一
し
た

る
知
識
た
ら
し
む
、

蓋
し
第
二
は
、
第

一
の
中
に
含
ま
る
と
雖
も
、
学
科
の
多
き
と
、　
一
人
に
し
て
多
数
の
生
徒
を

取
扱
ふ
と
は
、
往
々
其
日
の
中
に
十
分
熟
さ
し
む
る
能
は
ず
。
生
煮
に
し
て
家
に
帰
ら
し
む
る
こ

と
あ
る
を
以
て
、
特
に
之
を
掲
げ
て
、
自
ら
警
め
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
又
教
授
事
項
多
か
ら
ざ

れ
ば
、
丁
寧
に
之
を
教
授
し
得
る
を
以
て
、
従
て
興
味
を
起
さ
せ
易
く
、
生
徒
喜
で
学
ぶ
が
故

に
、
其
進
む
こ
と
速
く
、
進
む
こ
と
速
き
が
故
に
、
元
気
盛
に
し
て
よ
く
其
善
処
を
発
達
す
、
即

活
動
力
も
盛
に
な
り
、
感
情
も
清
明
と
な
る
な
り
。

第

一
第
二
を
守
れ
ば
、
よ
く
日
々
知
識
の
統

一
を
致
す
こ
と
を
得
る
と
雖
も
、
其
大
統

一
は
、

之
を

一
学
期
の
終
に
望
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
統

一
し
た
る
知
識
は
、
是
活
動
の
本
源
に
し

て
、
仮
設
多
く
の
知
識
あ
る
も
、
若
し
其
知
識
に
し
て
統

一
す
る
こ
と
な
く
ば
、
決
し
て
何
の
用

を
も
な
す
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
而
も
之
を
統

一
す
る
に
、
三
時
あ
り
て
、
学
校
教
育
、
殊
に
初

等
教
育
に
あ
り
て
は
、
必
ず
三
時
に
於
て
之
を
統

一
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
三
時
と
は
、　
一
日

と
、　
一
学
期
の
終
と
、
卒
業
期
と
是
な
り
。
而
し
て

一
学
期
の
終
に
、
必
ず
其
期
間
に
学
び
た
る

所
を
し
て
、
統

一
し
た
る
も
の
と
な
ら
し
む
る
は
、
最
も
必
要
な
る
こ
と
な
り
。
故
に
国
史
の
如

き
数
学
期
に
亘
る
者
は
、
之
を
第

一
年
級
上
古
史
第
二
年
級
中
古
史
等
と
せ
ず
し
て
、
必
ず
上
古

よ
り
現
今
に
至
る
迄
の
首
尾

一
貫
し
た
る
も
の
と
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。
殊
に
現
今
の
如
き
中
途

退
学
す
る
者
多
き
時
に
於
て
は
、
此
法
最
も
必
要
な
り
。
是
余
が
知
識
統

一
主
義
を
以
て
、　
一
学

期
に
於
け
る
主
義
と
し
た
る
所
以
な
り
。

尚
ほ
回
を
刻
し
て
、
稿
を
改
む
べ
き
も
の
に
、　
一
週
期
、　
一
小
学
期

（暑
中
休
暇
よ
り
冬
期
休

業
に
至
る
間
の
如
し
）
等
あ
り
と
雖
も
、
余
り
く
だ
く
だ
し
け
れ
ば
、
今
は
省
き
つ
。
（完
）
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日
本
の
教
育
界
で
は
、
明
治
二
十
年
代
に
、
学
科
間
の
連
携
に
つ
い
て
の
所
謂

「諸
学
科
聯
進

論
争
」
と
、
倫
理
学
と
心
理
学
を
重
視
す
る
ド
イ
ツ
の
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
に
つ
い
て
の
論
争
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
稲
葉
清
吉
も
言
及
し
て
い
る
樋
口
勘
次
郎
の
論
文

「余
が
教
育
の
三
大
主
義
」

翁
東
京
著
渓
会
雑
誌
」
１
７
２
号
、
明
治
三
十
年
五
月
二
十
日
発
行
）
が
出
て
以
降
、
従
来
の
教

育
は
抑
圧
的
で
あ
る
と
し
て
、
樋
口
が
提
唱
し
た
児
童
の
好
奇
心

・
自
発
性
を
重
視
す
る

「活
動

主
主重

が
大
き
な
論
争
を
呼
び
起
こ
し
た

（参
考
　
『日
本
教
育
論
争
史
録
　
第
二
巻
』
第

一
法

規

も
〓
、
平
松
秋
夫

『明
治
時
代
に
お
け
る
小
学
校
教
授
法
の
研
究
』
理
想
社

も
ｄ
、
な
ど
）。

右
に
掲
げ
た
稲
葉
清
吉
の
諸
議
論
は
、以
上
の
よ
う
な
教
育
界
の
動
向
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

谷
崎
の

『幼
少
時
代
』
「稲
葉
清
吉
先
生
」
に
よ
れ
ば
、
《先
生
は

（中
略
）
教
室
に
於
い
て
は

杓
子
定
規
な
教
へ
方
を
し
な
か
つ
た
。
（中
略
）
機
に
臨
み
変
に
応
じ
て
教
科
書
に
囚
は
れ
る
こ

と
な
く
、
自
由
に
活
き
た
教
育
を
施
す
主
義
だ
つ
た
の
で
、
時
に
は
全
く
脱
線
し
て
、
教
科
書
な

ど
そ
つ
ち
除
け
に
さ
れ
た
。》
と
言
う
。
ま
た
、
谷
崎
と
同
級
生
だ

っ
た
笹
沼
源
之
助
の

「わ
が

友
谷
崎
を
語
る
―
―
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
」
（昭
和
文
学
全
集
　
第
１５
巻

「谷
崎
潤

一
郎
集
」

月
報
十
五
号
　
昭
和
二
十
八
年
六
月
　
角
川
書
店
）
も
、
稲
葉
先
生
は

《非
常
に
自
由
教
育
を
し

て
く
れ
た
》
と
し
て
、
笹
沼
が
先
生
の
代
わ
り
に
物
理
数
学
の
問
題
を
出
し
た
り
、
谷
崎
が
古
い

文
章
を
持
っ
て
来
て
説
明
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
さ
せ
て
く
れ
た
、
と
証
言
し
て
い
る
。

「教
育
時
論
」
所
載
の
文
章
か
ら
受
け
る
印
象
よ
り
、
も

っ
と
自
由
闊
達
に
、
臨
機
応
変
に
授
業

を
展
開
さ
れ
て
い
た
事
が
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
谷
崎
は
、　
一
中
入
学
後
も
し
ば
し
ば
先
生
の
教
え
を
受
け
に
行
っ
た
が
、
明
治
三
十
九

年
三
月
に
稲
葉
先
生
は
校
長
と
対
立
し
て
阪
本
小
学
校
を
追
わ
れ
、
神
奈
川
県
橘
樹
郡
旭
村
の
小

学
校
教
師
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
谷
崎
は
、
《大
学
時
代
ま
で
と
き
ハ
ヽ
先
生
を
思
ひ
出
し
て
訪
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ね
て
行

つ
た
こ
と
が
あ
》
翁
幼
少
時
代
』
「
小
学
校
卒
業
前
後
し

っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
二

年
二
月
か
ら
春
に
か
け
て
、
潤

一
郎
が
激
し
い
神
経
衰
弱
に
陥
り
、
親
友

・
笹
沼
の
茨
城
県
助
川

町
に
あ

っ
た
別
荘
に
転
地
療
養
し
た
際
に
は
、
笹
沼
は
、
こ
の
別
荘
で
老
後
を
過
ご
し
て
い
た
母

の
東
に
連
絡
す
る
か
た
わ
ら
、
稲
葉
先
生
の
夫
人
ち
よ
を
通
し
て
、
ち
よ
の
実
弟
で
あ
る
平
野
俊

（日
立
製
作
所
勤
務
）
氏
か
ら
、
そ
の
知
己
で
あ
る
地
元
の
島
崎
昇
氏
に
谷
崎
の
世
話
を
依
頼
し

た
。
こ
の
事
は
、
日
立
市
郷
土
博
物
館
の
御
協
力
に
よ

っ
て
知
る
事
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
同

博
物
館
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十

一
年
三
月
発
行
の

「文
芸
」
臨
時
増
刊

「谷
崎
潤

一
郎
読
本
」
に

再
録
掲
載
さ
れ
た
浜
本
浩
の

「大
谷
崎
の
生
立
記
」
に
、
谷
崎
の
助
川
滞
在
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
事
が
切

っ
掛
け
と
な

っ
て
、
翌
年
、
日
立
市
市
長
が
市
民
に
情
報
提
供
を
求
め
た
結
果
、
黒

沢
定
雄

・
佐
藤
武

・
島
崎
三
郎

（島
崎
昇
氏
の
御
子
息
）
の
三
氏
か
ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
現

在
、
日
立
市
郷
土
博
物
館
に
、
昭
和
三
十
二
年
十

一
月
二
十
九
日
付
け
で
、
証
言
を
日
立
市
史
編

纂
会
史
料
用
紙
に
清
書
し
た
も
の
が
遺
さ
れ
て
い
る

（川
崎
松
壽
氏
の

『日
立
文
学
散
歩
』
上
巻

（筑
波
書
林
）
の
十
三

「借
楽
園
の
別
荘
と
谷
崎
潤

一
郎
の
滞
留
」
は
、
こ
の
証
言
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
）
。

島
崎
昇
氏
に
よ
れ
ば
、
谷
崎
は
、
助
川
駅
前
の
古
本
屋
の
店
先
で
終
日
読
書
し
た
り
、
高
台
を

ぶ
ら
ぶ
ら
黙
考
し
な
が
ら
歩
い
た
り
し
て
い
た
と
言
う
。
島
崎
家
に
は
、
角
帽
姿

・
ハ
ン
チ
ン
グ

姿
の
谷
崎
の
写
真
が
遺
さ
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
太
平
洋
戦
争
の
ど
さ
く
さ
で
失
わ
れ
た

と
言
う
。
ま
た
、
笹
沼
別
荘
は
、
平
屋
建
て
瓦
葺
き
で
、
広
壮
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、

現
在
の
日
立
駅

（旧
助
川
駅
）
の
海
岸
日
か
ら
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
京
寄
り
の
、
会
瀬
海
岸
舟

入
上
の
相
賀
台
に
あ

っ
た
と
言
う

（現
在
は
佐
々
木
力
造
氏
宅
）
。
「郷
土
ひ
た
ち
」
（四
十
七

号
、
も
増
）
所
載
の
水
庭
久
尚
氏

「谷
崎
潤

一
郎
と
日
立
地
方
―
―
日
立
来
遊
の
時
期
を
め
ぐ

っ

て
」
に
よ
れ
ば
、
《
当
時
、
日
立
地
方
の
海
岸
は
東
北
の
大
磯
な
ど
と
宣
伝
さ
れ
、
別
荘
や
海
水

浴
旅
館
な
ど
も
続
々
と
建
て
ら
れ
た
》
と
い
う
事
で
あ
る
。
笹
沼

・
谷
崎
と
稲
葉
夫
妻
と
の
う
る

わ
し
い
交
際
の

一
例
と
し
て
、
こ
こ
に
附
記
し
て
置
く
。

ず

っ
と
後
に
な
る
が
、
昭
和
三
十
三
年
に
谷
崎
は
、
笹
沼

・
峯
岸
鎮
治

・
杉
浦
貞
二
と
、
稲
葉

先
生
の
未
亡
人
ち
よ
夫
人
を
囲
む
会
を
開
い
た
し
、
昭
和
三
十
四
年
十

一
月
二
日
に
谷
崎
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ

「
こ
こ
に
鐘
は
鳴
る
」
に
出
演
し
た
時
に
も
、
ち
よ
夫
人
に
グ
ス
ト
出
演
し
て
頂
い
た

事
は
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。


